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エコマークは公益財団法人日本環境協会が自主的に運営

している事業です。エコマークの活動予算は、すべて認定

企業の皆様からのエ コマーク使用料ならびに商品認定申

込者の皆様からの商品認定審査料でまかなわれています。

「エ コマークニュース」 では、 「エ コマーク事業実施要領」

に基づき、エコマーク事業に関する情報を提供しています。
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●「エコマークアワード ２０１５」 表彰式

２０１６年２月２４日、 「エコマーク アワード ２０１５」 の表彰式を行いま し た。 今回が ６回目と な るエコマーク ア ワー

ド には、 下記の ７ 団体および １ 商品が選ばれま し た。 受賞団体の皆様、 おめで と う ございま し た。 各賞の受賞理由

は、 エコマーク事務局ウ ェブサイ ト （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ａｗａｒｄ/2015/） をご参照 く ださい。

特 別 報 告

金賞 　 サラヤ株式会社 ・

　 　 　 東京サラヤ株式会社
洗剤の詰め替え容器で、 ２５ 年間エコ

マー ク 取得！～詰め替えパ ッ ク の継

続採用と環境負荷低減の取 り 組み

銀賞 　 株式会社オオハシ

プラ スチッ ク製敷板 「 リ ピーボード」

銀賞 　 昭和電工株式会社

プ ラ スチッ ク製容器包装の リ サイ ク

ルによ る アンモニア製造プロセス

銅賞 　 川上産業株式会社

∞プチ

銅賞 　 株式会社関東

歯ブ ラ シを丸ご と 捨て る時代は終わ

り ま し た  エコ歯ブラ シ 「セグエ」

銅賞 　 株式会社 ＰＦＵ

イ メ ージ ス キ ャ ナ ＳｃａｎＳｎａｐ シ リ ー

ズ、 ｆｉ シ リ ーズの普及・活用推進によ

る環境負荷低減の取 り 組み

銅賞 　 株式会社山下工芸

自然で自然を支え る箸プロ ジェ ク ト

プロダク ト ・ オブ ・ ザ ・ イヤー
太陽熱利用ガスふろ給湯暖房システム

ＸＦ シリーズ

株式会社 ノ ーリ ツ

［エコマーク認定番号 ： １４ １５４ ００１］

　 　

「エコマークアワード ２０１５」 選考委員長

西尾チヅル氏による講評の様子
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● ２０１５ 年度 「エコマーク フ ォーラム」

「エコマーク アワード ２０１５」 表彰式後、 消費者、 事業者等のステーク ホルダーが集 う コ ミ ュニケーシ ョ ンの場 と

し て、 「エコマーク フ ォーラ ム」 を開催し ま し た。 本イベン ト では、 「エコマーク アワード ２０１５」 受賞団体によ る受

賞事例の紹介に続いて、 コ ミ ュニケーシ ョ ン手段と してのエコマーク の役割をテーマに事業者 （企業） と エコマーク

事務局によ るパネルデ ィ スカ ッ シ ョ ンを行いま し た。

■受賞団体による受賞事例の紹介

「エコマーク アワード ２０１５」 の各受賞団体よ り 、 受賞理由 と なった取 り

組みについて発表が行われま し た。

■パネルデ ィ スカ ッシ ョ ン

「BtoB、BtoC に向けたコ ミ ュニケーシ ョ ン手段と し てのエ コマークの役割と課題」

　 エコマーク アワード選考委員長であ る筑波大学大学院教授 西尾チヅル氏を コーデ ィ ネータに迎え、 「エコマーク

アワード ２０１５」 受賞団体を代表し て金賞、 銀賞、 プロ ダ ク ト ・オブ・ザ・ イヤーを受賞された ４社、 そ し てエコマー

ク事務局を交え、 コ ミ ュニケーシ ョ ン手段と し てのエコマーク の役割について議論し ま し た。

　 はじめに、 「エコマーク アワード ２０１５」 受賞団体のパネ リ ス ト よ り 、 エコマーク認定を取得し た理由を紹介いた

だき ま し た。 主な理由 と し て、 顧客から の要望があった、 自社の取 り 組みを広める ためにエコマーク を活用し た、

他社の同等製品と の差別化に役立った、 等の例が紹介されま し た。

　 続いて、 エコマーク認定商品の環境パフ ォーマン ス を数値と し てま と めた、 エコマーク認定商品のＣＯ２削減効果

の調査結果について、 エコマーク事務局よ り 報告し ま し た （報告の資料はエコマーク事務局ウ ェブサイ ト に掲載し

てお り ます）。

　 さ ら に、 今後エコマーク に期待する こ とや現在の課題について意見をいただき ま し た。 エコマーク認定によ る イ

ンセンテ ィ ブや何ら かの メ リ ッ ト を期待する声が多 く 聞かれ、 具体的には、 国や自治体からの補助金や入札時の優

先的な選定等があ る と よい、 と いった内容でし た。 また、 消費者が何を求めているかを し っか り と把握し対応し て

い く こ と が重要であ り 、 再生材料を使用し ている商品の原料調達先の ト レースや、 地域の環境への配慮など、 エシ

カル （倫理） 面も し っか り 見てほしい と い う 意見も あ り ま し た。

　 最後にコーデ ィ ネータ の西尾氏か ら、 企業は環境負

荷低減や環境保全のためのイ ノ ベーシ ョ ンに対する努

力がき ちん と 評価され、 イ ンセンテ ィ ブにつながる こ

と を期待している こ と、 また、 タ イプ Ｉ 環境ラベルのエ

コマーク であれば、 エシカルの側面にし っか り 配慮し、

新しい社会的な動きに も参画する こ と が望ま しい、 と

い う ま と めのコ メ ン ト をいただき ま し た。 多面的な意

見によ り 、 エ コ マーク の役割 と 課題が確認されたパネ

ルデ ィ スカ ッ シ ョ ン と な り ま し た。

◆受賞団体によ るプレゼンテーシ ョ ン資料は、 エコ マ

ーク事務局ウ ェブサイ ト にてご覧いただけます。

（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｉｎｆｏ/ｆｏｒｕｍ/2015.ｈｔｍｌ）

■エコマーク ２０１５ 年度年次活動報告

　 プロ グ ラ ムの最後には、 エコマーク事務局長 宇野治よ り ２０１５ 年度の活動報告を行いま し た。

パネルディ スカ ッシ ョ ンの様子

受賞事例発表の様子

（サラヤ株式会社 ・ 東京サラヤ株式会社）
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認定基準に関するお知らせ

認定基準の制定

　 以下の認定基準が制定されま し たので、 お知らせいたし ます。

◆認定基準は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

１３０ 家具 Ｖｅｒｓｉｏｎ２ （新 Ｖｅｒｓｉｏｎ）

２０１６ 年 ６ 月 １ 日

２０２３ 年 ５ 月 ３１ 日

１４０

詰め替え容器 ・ 省資源型の容器 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.９

 分類 Ｇ. 再生プラ スチッ ク を使用し たプラ スチッ ク製容器包装

 分類Ｈ. 植物由来プラ スチッ ク を使用し たプラ スチッ ク製容器

包装

２０２２ 年 ６ 月 ３０ 日

１２８ 日用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１８ ２０２０ 年 ６ 月 ３０ 日

１４３ 靴 ・ 履物 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.５ ２０２０ 年１１月 ３０ 日

■ Ｎｏ.１３０ 「家具 Ｖｅｒｓｉｏｎ２」 （見直し）

　 最新の市場動向および環境規制など を踏まえ、 シ ッ

ク ハ ウ ス対策関連な ど の既存の認定基準を見直 し 、

Ｖｅｒｓｉｏｎ２ と し て制定し ま し た。

■ Ｎｏ.１４０ 「詰め替え容器 ・ 省資源型の容器 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.９」 （適用範囲の拡大）

- 分類 Ｇ. 再生プラ スチッ ク を使用し たプラ スチッ ク

製容器包装

- 分類Ｈ. 植物由来プラ スチッ ク を使用し たプラ スチ

ッ ク製容器包装

　 再生材料を使用し た ラ ミ ネー ト 包装材や植物由来プ

ラ スチ ッ ク を採用し た容器包装をはじめ、 新たな素材

や技術について総合的に検討し、 容器包装の適用範囲

を拡大し ま し た。

認定基準の改定

　 以下の認定基準の部分的な改定を行いま し たので、 お知らせいた し ます。 （Ｖｅｒｓｉｏｎ の Ｎｏ.は改定前のもの）

（次ページに続 く ）

類型番号 商品類型名 改定のポイ ン ト 改定日

１０１ かばん・ スーツケース Ｖｅｒｓｉｏｎ１.６ ・ 関連法規の改正に対応し た改定

・ 発癌性芳香族ア ミ ンに関する証明方法の変更

２０１６ 年 ４ 月 １ 日

１４４ 革製衣料品・手袋・ベル ト Ｖｅｒｓｉｏｎ１.４

１０３ 衣服 Ｖｅｒｓｉｏｎ３.１

グ リ ーン購入法 「判断の基準」 と の整合１０４ 家庭用繊維製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ３.１

１０５ 工業用繊維製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ３.０

■ Ｎｏ.１２８ 「日用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１８」、 Ｎｏ.１４３ 「靴 ・ 履物 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.５」 （適用範囲の拡大）

　 植物由来プラ スチ ッ ク の取扱い方針と し て、 エコマ

ーク事務局が ２０１５ 年 ４ 月に と り ま と めた 「エ コマー

ク 認定基準におけ る植物由来プ ラ スチ ッ ク の取扱い」

に基づき、 「日用品」 および 「靴・ 履物」 認定基準に植

物由来プラ スチッ ク、 植物由来合成繊維の基準項目を

追加し ま し た。 併せて、 繊維製品の新基準に合わせた

基準の修正、 革材料のアゾ系染料に関する基準につい

て 「有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律」

の改正に対応し た改定を行いま し た。
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エコマーク商品類型 （認定基準） の有効期限の延長

２０１７ 年 ３ 月までに有効期限を迎え る商品類型につ

いて、 ガ イ ド ラ イ ンに従って見直し を行った結果、 下

記の商品類型の有効期限を延長する こ と が決定し ま し

た。 なお、 関係者 と 協議の上、 必要に応じ て新 Ｖｅｒ-

ｓｉｏｎ 認定基準の策定や部分改定を順次進め る予定で

す。

類型番号 商品類型名 新 ・ 有効期限

１０１ かばん ・ スーツケース Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０２２ 年 ８ 月 ３１ 日

１２０ 紙製の印刷物 Ｖｅｒｓｉｏｎ２ ２０２２ 年 ８ 月 ３１ 日

１２１ リ ターナブル容器 ・ 包装資材 Ｖｅｒｓｉｏｎ２ ２０２２ 年 ６ 月 ３０ 日

１２３ 建築製品 （内装工事関係用資材） Ｖｅｒｓｉｏｎ２ ２０２２ 年１２月 ３１日

１２４ ガ ラ ス製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ２ ２０２２ 年 ４ 月 ３０ 日

１２６ 塗料 Ｖｅｒｓｉｏｎ２ ２０２２ 年 ４ 月 ３０ 日

１３７ 建築製品 （外装 ・ 外構工事関係用資材） Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０２２ 年１２月 ３１日

１３８ 建築製品 （材料系の資材） Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０２２ 年１２月 ３１日

１３９ 建築製品 （設備） Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０２２ 年１２月 ３１日

１４０ 詰め替え容器 ・ 省資源型の容器 Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０２２ 年 ６ 月 ３０ 日

１４１ 生分解性プラ スチッ ク製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０２２ 年 ６ 月 ３０ 日

１４４ 革製衣料品 ・ 手袋 ・ ベル ト Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０２２ 年 ６ 月 ３０ 日

１４５ プロ ジェ ク タ Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０２０ 年 ６ 月 ３０ 日

１４６ まほ う びん Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０２２ 年 ８ 月 ３１ 日

１４７ 損害保険 Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０２２ 年１１月 ３０日

◆改定点の詳細については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 改定のポイ ン ト 改定日

１３６ リ ユース製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.６

適用範囲の変更

（電動フ ァ ン付き呼吸用保護具用 リ ユース ろ過

材の追加）

２０１６ 年 ４ 月 １ 日
１３２ ト ナーカー ト リ ッ ジ Ｖｅｒｓｉｏｎ２.０

大判機の基準値の追加
１４２ イ ン ク カー ト リ ッ ジ Ｖｅｒｓｉｏｎ２.０

１５５
複写機 ・ プ リ ン タ などの画像機器

Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０

・ 大判機の基準値の追加

・ ＴＶＯＣ、騒音に関する試験方法の補足、修正

・ イ ン ク容器の取 り 扱いの明確化
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委員会報告

運営委員会 （第 ３６ 回）

　 第３６回運営委員会が２０１６年３月９日に開催されま

し た。 議事内容は以下の とお り です。

〈議事内容〉

１．２０１５ 年度 （平成 ２７ 年度） エコマーク事業報告

２．２０１６ 年度 （平成 ２８ 年度） エコマーク事業計画およ

び予算（案） について

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/

ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｓｔｅｅｒｉｎｇ_ｄａｔａ/） をご覧く ださい。

基準審議委員会 （第 ２０ 回）

　 第 ２０ 回基準審議委員会が ２０１６ 年 ３ 月 ２０ 日に開催

されま し た。 審議事項は以下の とお り です。

〈審議事項〉

１．エコマーク商品類型 （認定基準） 案について

２．エコマーク商品類型 （認定基準） の部分的な改定に

ついて

◆審議事項および資料等詳細は、 （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏ

ｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/）

をご覧 く ださい。

２０１６ 年度以降に取り組む新規商品類型の選定結果について

２０１６年度以降に取り組む新規商品類型について、昨

年 １０ 月の １ カ月間に提案募集を行いま し た。 寄せら

れた提案な らびに事務局から の提案を踏まえ、 エコマ

ーク企画戦略委員会で審議し た結果、 右記の案件を、

２０１６ 年度以降に着手する新規商品類型 と し て選定、

または新規商品類型化の候補と し て さ ら に継続検討す

る こ と と な り ま し た。

　 新規商品類型と し て選定された 「飲食店」 （仮称） に

ついて、 認定基準策定に関する意見、 な らびに認定基

準案を策定する委員候補を募集し ま し た （募集は終了

し ま し た）。 今後、 基準策定委員会にて基準案を検討

し ます。

●新規商品類型と し て選定する案件

・ 飲食店 （仮称）

・ シ ュ レ ッ ダー （仮称）

・ バイオデ ィ ーゼル燃料 （仮称）

●新規商品類型化の候補と し て継続検討する案件

・ グ リ ーン購入法 特定調達品目に係るサービ ス分野

・ 宿泊プラ ン

　 エコマーク は、 ブルーエンジェル と の間で 「画像機

器 （複写機、 プ リ ン タ）」 分野の相互認証協定を締結し

ています。 このたび、 エコマーク の認定を取得し たプ

リ ン タ 【理想科学工業株式会社 　 商品ブ ラ ン ド 名 ：

ＯＲＰＨＩＳ　ＦＷ （エコマーク認定番号 ： １５ １５５ ０５４）】

が、 初めて同協定を活用しブルーエンジェルの認定を

取得し ま した 【会社名 ： ＲＩＳＯ （Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄ） ＧｍｂＨ

モデル名 ： ＣｏｍＣｏｌｏｒ　ＦＷ５２３０， ＣｏｍＣｏｌｏｒ　　ＦＷ

５２３１】。

　 エコマーク と ド イ ツ ・ ブルーエンジェル と の間の相

互認証は、 一方のラベルの認定を受けている場合、 そ

新 認定商品のご紹介

エコマーク認定プリ ンタが初めて相互認証を活用し て ド イツ ・ ブルーエンジェルの

認定を取得

相互認証を活用し ド イツ ・

ブルーエンジェルの認定を

取得した理想科学工業(株)

のプ リ ン タ
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ト ピッ クス

ＧＥＮ 役員会に出席しました

¨

２０１６年４月２１日、 ２２日の ２日間、 ア メ リ カ ・ サン

フ ラ ンシス コにて開催された世界エコ ラベ リ ング ・ ネ

ッ ト ワ ー ク （ Ｇｌｏｂａｌ Ｅｃｏｌａｂｅｌｌｉｎｇ Ｎｅｔｗｏｒｋ、 以下

ＧＥＮ） の春季役員会に出席し ま した。２０１５ 年の ＧＥＮ

会計報告を中心に、 ２０１６年以降のＧＥＮおよびタ イプ

Ⅰ環境ラベルのさ ら な る発展について活発な議論が行

われま し た。

〈世界エコ ラベ リ ング ・ ネ ッ ト ワーク （ＧＥＮ） と は〉

　 タ イ プⅠ環境 ラ ベルの運営機関の世界的なネ ッ ト

ワー ク 組織。 昨年新たに イ ン ド ・ Ｃｏｎｆｅｄｅｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　

Ｉｎｄｉａｎ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ と ド イ ツ ・ ＴＵＶ　Ｒｈｅｉｎｌａｎｄ が加盟

し、 現在２９団体で構成される。 会員相互の情報交換、

連携を図 り 、 エコ ラベルの国際的な普及を目指し てい

る。 エコマーク事務局は、 ＧＥＮが設立された １９９４年

から発起団体の一つと して加盟しており、会計責任者・

総務事務局と し て運営に関わっている。

※ ＧＥＮ のウ ェブサイ ト が新し く な り ま し た。

（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｇｌｏｂａｌｅｃｏｌａｂｅｌｌｉｎｇ.ｎｅｔ/）

日中韓 ３ カ国の相互認証の対象に 「塗料」、 「文具」 が加わり ま し た

２０１６年４月２５日、 ２６日、 静岡市にて第２回日中韓

環境ビジネス円卓会議が開催されま し た。 ３ カ国間の

環境ビジネスの交流を目的に、 日中韓環境大臣会合に

併せて開催された本会議にて、 日中韓環境ラベル間の

「塗料」 および 「文具」 の共通基準の合意書が締結され

ま し た。 この合意によ り 、 「塗料」 および 「文具」 にお

いて も ３ カ国間での相互認証を活用いただける こ と に

な り ま し た。

　 日中韓の環境ラベル機関は、 ３ カ国の環境ラベル基

準の調和化を推進してお り、今回の 「塗料」 および 「文

具」 の分野での相互認証協定締結によ り 、 相互認証の

対象が ７ 分野に拡大し ま した。 これらの成果と して、日

韓間においては、 ２０１６ 年 ２ 月末時点で ３４５ 機種が相

互認証の仕組みを利用し て韓国環境ラベルを取得する

など、 着実に活用実績があがっています。

　 今回の 「塗料」 および 「文具」 は、 ２０１５年４月に相

互認証の対象品目 と し て選定さ れ、 ２０１６ 年 ３ 月の実

務者会議で、 揮発性有機化合物や有害物質の使用制

限、 および包装材料等の基準において ３ カ国の共通基

準項目が合意されま し た。相互認証の調印式の様子

ＧＥＮ 役員会の参加メ ンバー

の審査結果を も う 一方のラベル機関の審査に援用する

こ と ができ る制度です。 今回、 ブルーエンジェルの認

定を受けたエコマーク認定事業者は、 相互認証を活用

し た こ と で証明試験等のコ ス ト や事務作業の削減、 申

込／審査期間の短縮を実現し、 円滑にブルーエンジ ェ

ルの認定を取得する こ と ができ ま し た。 今後、 日本の

複写機、 プ リ ン タ事業者によ る相互認証のさ ら な る活

用が期待されます。
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こどもエコ ク ラブ全国フ ェステ ィバルに参加しました

　 エコマーク は、 ２０１６年３月２０日に早稲田大学理工

学部キ ャ ンパスにて開催された 「こ ど もエコ ク ラブ全

国フ ェ ステ ィ バル」 に参加し ま し た。 全国フ ェ ステ ィ

バルは、 自主的な環境活動を行っている こ ど もエコ ク

ラブの う ち、 活動を ま と めた壁新聞を も と に選ばれた

全国 ４７ 都道府県の代表ク ラ ブが集い交流を

深め る年に一度の大 き な イ ベン ト です。 表

彰式では、 壁新聞部門の特別賞 「エコマーク

賞」 を受賞し た高知県 「香美市こ ど も エコ ク

ラ ブ みど レ ンジ ャー」 に、 エ コ マーク 事務

局長よ り 表彰状が授与されま し た。

　 活動発表や表彰のほか、 企業 ・ 団体が環境

への取 り 組みを紹介す る ブース展示 も 行わ

れ、 エコマーク事務局ブースではエコマーク

認定商品を展示し、 全国の子ど も たちに紹介

し ま し た。 展示を見た子ど も たちからは、 想

いのこ も った感想や メ ッセージをた く さ んい

ただき ま し た。

　 企業の展示コーナーには、 エコマーク認定商品保有

企業の株式会社イ ト ーキ、 株式会社エフ ピ コ、 文化シ

ャ ッ ター株式会社、 三井住友海上火災保険株式会社も

出展されま し た。
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エコマークは (公財)日本環境協会の登録商標です。

エコマークパネル展、 エコマークセ ミナーが開催されました

２０１６年５月１日から ２５日にかけて、 東京都中央区

立環境情報セン ターで開催されたエコマークパネル展

において、「エコマーク のこ こ がすごい！」 を紹介した

パネルの掲示と関連の認定商品の展示を行いま し た。

　 また、 パネル展示期間中の５月１３日

にはエコマーク セ ミ ナーが開催されま

し た。エコマーク事務局スタ ッ フよ り、

エコマーク認定商品のＣＯ２削減効果の

調査結果報告 と 、 海外のタ イ プ Ｉ 環境

ラベル と エコマーク と の相互認証の状

況紹介を、 それぞれ行いま し た。

【エコマーク事務局からのお知らせ】

■ エコ ライフ ・ フ ェア に出展 します

２０１６ 年 ６ 月 ４ 日、 ５ 日に東京 ・ 代々木公園にて開催される 「エコ ラ イ フ ・ フ ェ ア ２０１６」 に出展し ます。

（上） 「エコマーク賞」 受賞ク ラブの

記念撮影

（右） 子どもたちからのメ ッセージ

エコマークパネル展の様子 エコマークセ ミ ナーの様子


